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役場新庁舎移転にかかる芸術作品寄贈者の方へ
感謝状を贈呈しました

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和７年 （2025） 月号　No.8111
　奈良市杉岡華邨書道美術館の館長をされている高木厚人
氏から「かな書」の作品を寄贈していただき、１２月６日
に感謝状を贈呈しました。
　高木先生は、杉岡華邨先生のお弟子さんにあたり、日本
のかな書を代表する書道家のひとりで、昨年度には日本芸
術院賞を受賞するなど、これまでに数々の賞を受賞されて
います。
　ご寄贈頂いた作品は、紫式部の源氏物語のなかに出てく
る歌を題材にしています。

作品タイトル：「月」
「九重に　きりやへだつる　雲の上の
月をはるかに　思ひやるかな」
※高木先生には新庁舎玄関の「下北山村役場」と「定礎」
の文字を揮毫していただきました。

　下北山村池原出身の方のお孫さんで、京都市立芸術大学
を卒業され、デザイン会社に勤務しながら作家活動を続け
ている野口結貴氏から「ろうけつ染め」という技法をもち
いて村の花に指定されている川つつじをデザインし制作さ
れたすばらしい作品を寄贈していただき、１２月７日に感
謝状を贈呈しました。

作品タイトル：「続く、真夏のノスタルジー」
作品サイズ：「ろうけつ染め／綿布／ 1.8m×1.8m」

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内1002番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和６年11月30日現在

転入　１人
出生　０人
転出　４人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

797人
370人
427人
510戸
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　明けましておめでとうございます。
　村民の皆さまにおかれましては、希望に満ちた新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、
旧年中は、村政の推進に深いご理解と温かいご支援をいただき、心から感謝申し上げます。

　昨年は、令和5年12月に発生した国道169号上池原地内での崩土災害により、一般車両が6カ
月間通行止めになるなど、村民生活に大きな支障をきたしました。また、新年の始まりとともに発生
した能登半島地震や、不安定な国際情勢などがもたらす物価高騰の長期化など、地方自治体が様々
な困難や課題に直面した年でもありました。

　国の令和5年の人口動態調査によりますと、下北山村の社会増減数（転入者数－転出者数）
がプラス14人となり、社会増加率が全国の町村で7番目となりました。令和6年も僅かながら社会増
減がプラスとなっています。これまでの関係人口創出事業をはじめとした移住定住対策の成果が少
し出てきたのかと思っているところです。総人口はまだマイナスが続いていますが、このまま社会増
が続けば総人口の減少にも歯止めがかかってくるのではないかと期待しています。

　さて、いよいよ今年1月5日には、新庁舎の開庁式を迎えます。そして翌6日から新しい庁舎での
業務が開始されます。新庁舎には住民の皆さまの憩いのスペース（げーとこ（Gate-co））もあります
ので、下北山産の木の香りがいっぱいする新しい庁舎に是非お越しください。また、同じ敷地内
で診療所の建替え工事も始まっており、令和7年中に完成の予定です。

　令和7年は、新しい庁舎でのスタートとなります。職員一同、心機一転、今まで以上に村民の皆
さまが住んで良かったと思っていただける持続可能な村づくりを進めてまいる所存ですので、どうか
よろしくお願い申し上げます。

　結びに新しい年が、村民の皆さまにとりまして素晴らしい年になることをご祈念申し上げ、新年
のご挨拶とさせていただきます。

令和７年1月1日

下北山村

村長　南 　 正 文

新年のご挨拶

　村民の皆さまにおかれましては、健やかに新春を迎えられたことと心からお慶びを申し上げます
とともに、益々のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。
　また、日頃より村議会に対しご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。
　さて昨年を振り返りますと、まず一昨年の令和５年１２月、国道１６９号上池原で崩土が発生し、
通行止めとなり、以後半年間にわたる一般車両の通行止めが行われ、仮桟橋での通行が可能とな
るまで広域迂回を余儀なくされるなど、村民を始め周辺自治体の皆様は、日々の生活や経済活動
に大変な影響を受けご苦労が多かったかと思います。
　その後、崩土をおこした国道１６９号前鬼から上池原間は、多くの関係者各位のお力添えにより
災害復旧事業として採択され、国による権限代行事業により２.９ｋｍの別線トンネルルートによる事
業化が決定し、本年半ばには本格復旧工事に着手されると聞き及んでいます。
　そして、全国に目を向けますと令和６年１月１日、能登半島において最大震度７の地震が発生し
ました。同半島では９月豪雨による二重災害も発生し、人的被害は合わせて延べ1,700人を超え、
住家の被災が延べ約１３万棟と、甚大な被害が生じ今なお多くの方が避難所生活をしています。
　本村の国道崩落事故と共に、お亡くなりになられた方々のご冥福を謹んでお祈りするとともに、
被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　太平洋側では令和６年８月８日気象庁より南海トラフ地震臨時情報「巨大地震注意」の発表が
ありました。災害は忘れたころにやって来ます。命を尊び、地域が活力を失わないために被災地
域に学び我々は備えに努めてまいります。
　令和７年、関西では４月から１０月の間、ＥＸＰＯ２０２５大阪・関西万博が開催されます。
　１９７０年、昭和４５年に日本で開催された大阪万博ＥＸＰＯ７０は日本の高度経済成長を象徴し
た一大イベントとなりました。この度の万博では日本経済の成長と、人々の幸せ、持続可能な社会
へのメッセージをどのように見せてもらえるものかと期待をしております。
　本村では新庁舎への移転が完了し令和７年新春開庁、業務が開始されます。また新庁舎の前
には診療所も建設中です。村民の皆様と共に開院の日を楽しみにしたいと思っています。
　私ども下北山村議会は村民の皆さまが幸せで、豊かに暮らせるむらであり続けられるよう、村民
に寄り添う議会として役割を果たしてまいりますので、今後ともお力添えを賜りますようお願い申し
上げます。
　結びにあたり、本年が実りある飛躍の年となりますよう心からご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさ
せていただきます。

下北山村

議会議長　栗 本 武 平

新年のご挨拶
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　新年あけましておめでとうございます。
　村民の皆様には、穏やかで健やかな新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。また、日
頃より消防団活動にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。

　このたび、令和６年１2月1日付けで下北山村消防団長に任命され、新たにその重責を担うことと
なりました。これまで以上に地域の安心・安全に寄与すべく、団員一同とともに尽力してまいります。
　　岡前団長には、地域の防災活動における多大なご貢献をいただきました。その姿勢を受け継
ぎ、さらに地域防災力の向上を目指して全力を尽くしてまいります。どうか、前団長同様にご支援、
ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

　昨年を振り返りますと、国内において多くの自然災害が発生した一年でありました。特に、令和
６年１月１日に発生した石川県能登半島での震度７の地震は、非常に大きな被害をもたらしました。
この地震では、多くの建物が倒壊し、住民の生活に甚大な影響を与え、地域全体が復旧に向け
た長い取り組みを余儀なくされました。その後、９月２０日から２３日にかけて石川県能登半島を襲っ
た豪雨では、地震からの復旧作業が進む中で再び土砂災害や河川の氾濫が発生し、住民生活
にさらなる被害をもたらしました。

　また、４月１７日には愛媛県や高知県で震度６弱の地震が発生し、多くの人々が不安な日々を過
ごしました。７月２５日には秋田県や山形県で記録的豪雨が発生し、広範囲で浸水被害が見られ
ました。

　さらに、８月８日には宮崎県の日向灘で震度６弱の地震が発生し、気象庁が初めて南海トラフ地
震臨時情報を発表しました。この情報は、南海トラフ巨大地震の切迫性を示唆するものであり、
南海トラフ地震に備え、地域全体で防災対策や避難訓練をさらに強化していく必要性が改めて明
確になりました。

　このように、自然災害が相次ぐ中で、消防団を取り巻く環境もますます厳しさを増しています。火
災のみならず、多様化・複雑化する災害への対応が求められる中、消防団は地域防災の要として、
その役割が一層重要になっています。本年も村民の皆様の生命、身体、財産を守るため、知識の
研鑽と技術の向上に努め、火災予防や防災活動を積極的に進めてまいります。

　最後に、本年が災害のない平穏な一年となりますよう祈念するとともに、村民の皆様のご健勝と
ご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村消防団

団長　大 崎 　 剛

新年のご挨拶
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新年のご挨拶

下
北
山
村
議
会

12
月
定
例
会
を
開
催

令和６年
第４回

　
12
月
村
議
会
定
例
会
が
12
月
13
日
の
１

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
の
行
政
報
告
、
４
議
員
の
一
般
質

問
に
続
き
、
議
案
の
審
議
で
は
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
議
案
が
１
件
、
条
例
の

一
部
改
正
が
１
件
、
予
算
関
連
で
令
和
６

年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
事
業
会

計
補
正
予
算
の
５
議
案
、
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
一
部
改
正
が
１
件
、
合
計

８
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認

及
び
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
た
他
、

議
会
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会

の
閉
会
中
の
継
続
調
査
が
決
定
さ
れ
閉
会

し
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

※
説
明
：
専
決
処
分
と
は
‐
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決
が
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
せ
ず
に
村
長
自

ら
が
決
め
る
こ
と
。
緊
急
で
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な
ど
に
限
っ
た

補
充
的
手
段
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
３
３
５
万
円
を
追
加
し
、総
額
２
５
２
，

９
９
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
に
お
け
る
補
正
内
容
は
、
衆
議
院

議
員
選
挙
の
実
施
に
伴
う
報
酬
、
職
員
手

当
等
の
選
挙
費
の
増
額
で
す
。

★
下
北
山
村
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
庁
舎
移
転
に
伴
い
役
場
の
位
置
情
報
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
地
方
自
治
法
の
定
め
に
よ
り
採
決
の
結

果
、
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し

た
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

　
２
，
８
０
８
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
、

総
額
２
５
０
，１
８
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
増
額
予
算

が
、
財
政
調
整
基
金
（
利
子
）
積
立
金
１

２
５
万
円
、
財
産
管
理
費
電
気
料
１
２
７

万
円
、
小
又
川
発
電
所
導
水
管
修
繕
工
事

負
担
金
３
１
２
万
円
、
庁
舎
移
転
に
伴
う

各
種
行
政
シ
ス
テ
ム
移
設
委
託
料
２
８
５

万
円
、
徴
税
費
に
お
け
る
還
付
金
・
償
還

金
で
２
０
１
万
円
、
水
道
事
業
繰
出
金
１

５
１
万
円
等
の
他
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る

職
員
及
び
任
用
職
員
給
与
費
総
額
１
，
３

３
２
万
円
の
増
額
。

　
減
額
予
算
が
池
原
地
区
旧
教
員
住
宅
他

建
物
解
体
・
敷
地
整
備
工
事
事
業
費
確
定

に
よ
る
２
，
３
９
８
万
円
、
旧
小
学
校
体

育
館
改
修
工
事
完
了
に
よ
る
１
９
８
万

円
、
庁
舎
移
転
に
伴
う
設
備
工
事
及
び
備

品
購
入
完
了
に
よ
る
２
８
５
万
円
、
林
道

管
理
委
託
料
及
び
工
事
費
の
事
業
費
確
定

に
よ
る
７
２
０
万
円
、
道
路
橋
梁
新
設
改

良
費
委
託
料
及
び
工
事
費
の
事
業
費
確
定

に
よ
る
１
，
６
９
０
万
円
、
教
員
住
宅
新

築
工
事
の
事
業
費
確
定
に
よ
る
２
０
０
万

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
し
１

３
２
万
円
、
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
し
１

８
２
万
円
等
の
減
額
で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
69
万
円
を
追
加
し
総
額
１
３
，
２
０
７

万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
補
正
内
容
は
医

療
給
付
費
等
の
増
額
で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
３
２
３
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、
総
額

２
９
，
０
０
３
万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な

歳
入
の
内
容
は
前
年
度
繰
越
金
で
、
主
な

歳
出
の
内
容
は
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員

給
与
費
等
の
増
額
及
び
、
診
療
所
基
金
積

立
金
１
０
０
万
円
の
増
額
で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
17
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
額
２
４
，

７
７
５
万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
出
の

内
容
は
福
祉
用
具
購
入
費
や
住
宅
改
修
費

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
額
で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
２
８
９
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
ま
し

た
。
歳
出
の
主
な
内
容
は
池
原
浄
水
場
補

修
工
事
及
び
委
託
料
の
事
業
完
了
に
伴
う

減
額
で
す
。

★
奈
良
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
規
約

　
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
が

解
散
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
総
合
事
務
組
合

加
盟
市
町
村
の
各
議
会
に
お
い
て
規
約
の

改
正
が
必
要
と
な
り
審
議
の
結
果
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
事
項

▽
下
北
山
村
外
部
公
益
通
報
に
関
す
る
要

綱
▽
下
北
山
村
職
員
の
内
部
公
益
通
報
に
関

す
る
要
綱

▽
下
北
山
村
住
民
基
本
台
帳
実
態
調
査
に

係
る
事
務
取
扱
要
綱
の
一
部
を
改
正
す

る
要
綱

▽
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
特
別
療
養
費

の
支
給
に
係
る
取
扱
い
要
綱
の
制
定

▽
下
北
山
村
戸
籍
届
出
に
関
す
る
本
人
確

認
等
事
務
処
理
要
領
の
一
部
を
改
正
す

る
要
領

▽
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
お

け
る
旧
被
扶
養
者
に
係
る
条
例
減
免
の

取
扱
い
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
要
領

《
一
般
質
問
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。》
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　11
月
３
日
、
内
閣
府
よ
り
令
和
６
年

秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
本
村
か
ら
は
、
竹
本
容
大
さ
ん
が

消
防
功
労
に
よ
り
「
瑞
宝
単
光
章
」
を

受
章
さ
れ
、
12
月
２
日
に
役
場
に
お
い

て
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　竹
本
さ
ん
は
昭
和
46
年
１
月
に
消
防

団
に
入
団
し
、
平
成
28
年
12
月
に
退
団

す
る
ま
で
の
約
46
年
間
の
長
期
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

在
籍
の
期
間
は
副
分
団
長
を
務
め
ら
れ

る
等
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　11
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間
、
近
畿

総
合
通
信
局
と
共
同
で
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　こ
の
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
有
事
の

際
に
迅
速
に
対
応
が
取
れ
る
よ
う
、
必

要
な
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
や
災
害
対

策
本
部
の
運
営
に
つ
い
て
の
確
認
を
行

う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　１
日
目
は
、
山
間
地
域
で
陸
路
が
寸

断
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
、
陸
上
自
衛

隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
空
路
搬

送
訓
練
を
実
施
。
こ
の
訓
練
で
は
、
小

中
学
校
の
校
庭
を
利
用
し
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
着
陸
や
、
支
援
物
資
の
積
み
降

ろ
し
、
役
場
職
員
へ
の
引
き
渡
し
を
行

い
ま
し
た
。

　ま
た
、
後
期
課
程
の
生
徒
を
対
象
に

「
電
波
教
室
」
を
開
講
。
近
畿
総
合
通

信
局
の
職
員
の
方
が
、
災
害
時
に
無
線

機
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
つ

い
て
解
説
し
、
生
徒
た
ち
は
デ
ジ
タ
ル

簡
易
無
線
機
を
使
っ
た
通
話
を
体
験
し

ま
し
た
。

　２
日
目
は
、
役
場
に
災
害
対
策
本
部

を
設
置
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
衛
星
携

帯
電
話
や
防
災
無
線
を
活
用
し
た
、
県

へ
の
支
援
機
器
貸
与
の
要
請
や
各
避
難

所
と
の
情
報
共
有
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。　そ

の
後
、
公
民
館
で
住
民
の
方
々
を

対
象
に
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
や
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
式
発
電
機
な
ど
の
操
作
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

　竹
本
容
大
さ
ん
が

「
瑞
宝
単
光
章
」を
受
章

近畿総合通信局と共同防災訓練を実施

▶
災
害
対
策
本
部
訓
練

▶
簡
易
無
線
機
の
操
作
体
験

▶
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
式
発
電
機
操
作
体
験

　11
月
29
日
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
若
者
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
農
産

物
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
出
品
数
は
、
根
菜
類
、
イ
モ

類
、
葉
菜
類
、
果
実
類
、
き
の
こ
類
等

57
点
の
出
展
で
、
昨
年
の
４
割
減
と
な

り
、
出
品
者
数
は
昨
年
よ
り
５
名
減
少

し
て
23
名
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
は
、
台
風
に
よ
る
大
き
な
災
害

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
記
録
的
な
高
温

が
続
き
、
10
月
に
長
雨
が
続
く
等
、
営

農
条
件
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
し
た
が
、
出
品
い
た
だ
い
た
農
産
物

は
品
質
が
良
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
特
に
、
特
賞
の
丸
大
根
は
非
常
に

色
つ
や
が
よ
く
、
素
晴
ら
し
い
丸
大
根

で
し
た
。

　審
査
は
南
部
農
林
振
興
事
務
所
に
よ

り
、
外
観
・
色

つ
や
・
揃
い
・

病
害
虫
の
有
無

な
ど
を
重
点
に

慎
重
か
つ
厳
正

に
行
わ
れ
ま
し

た
。　各

賞
を
受
賞

さ

れ

た

方

々

は
、
表
の
と
お

り
で
す
。

　11
月
24
日
、
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
教

育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主

催
に
よ
る
「
歩
け
歩
こ
う
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
22
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　今
回
の
コ
ー
ス
は
、
発
心
門
王
子
を

ス
タ
ー
ト
し
、
水
呑
王
子
、
伏
拝
王
子
、

三
軒
茶
屋
跡
、
祓
殿
王
子
を
通
っ
て
熊

野
本
宮
大
社
へ
向
う
7.5
㎞
も
の
道
の
り

を
歩
き
ま
し
た
。

　途
中
、
少
し
道
を
逸
れ
て
、
高
台
に

登
る
と「
ち
ょ
っ
と
よ
り
み
ち
展
望
台
」

が
あ
り
、
そ
こ
で
昼
休
憩
を
と
り
ま
し

た
。
そ
の
展
望
台
か
ら
は
大
斎
原
と
大

鳥
居
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ゴ
ー
ル
に
近
づ
く
と
古
道
の
石
畳
や

石
段
が
続
き
、
道
沿
い
に
は
青
紫
の
小

さ
な
花
、
ア
サ
マ
リ
ン
ド
ウ
が
咲
い
て

お
り
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
歩
け
歩
こ

う
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　11
月
16
日
・
17
日
の
２
日
間
、
下
北

山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
「
第
10
回
き
な
り
カ
ッ
プ
女
子
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
全
国
大
会
出
場
を
控
え
た

チ
ー
ム
な
ど
関
西
圏
の
強
豪
６
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
巧
み
な
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス

ワ
ー
ク
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
も
デ
ィ
ア
ブ
ロ
ッ
サ
高
田

ソ
ヒ
ィ
ー
ゾ
（
奈
良
県
）
が
終
始
安
定

し
た
守
備
と
攻
撃
を
重
ね
、
見
事
優
勝

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
し
ま
し
た
。

農
産
物
品
評
会
開
催

第
10
回
き
な
り
カ
ッ
プ
女
子

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る

▶
見
事
優
勝
さ
れ
た

　デ
ィ
ア
ブ
ロ
ッ
サ

　高
田
ソ
ヒ
ィ
ー
ゾ
の

　選
手
の
皆
さ
ん

令和６年度｢歩け歩こう大会｣
発心門王子から熊野本宮大社
までを歩く
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　11
月
29
日
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
若
者
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
農
産

物
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
出
品
数
は
、
根
菜
類
、
イ
モ

類
、
葉
菜
類
、
果
実
類
、
き
の
こ
類
等

57
点
の
出
展
で
、
昨
年
の
４
割
減
と
な

り
、
出
品
者
数
は
昨
年
よ
り
５
名
減
少

し
て
23
名
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
は
、
台
風
に
よ
る
大
き
な
災
害

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
記
録
的
な
高
温

が
続
き
、
10
月
に
長
雨
が
続
く
等
、
営

農
条
件
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
し
た
が
、
出
品
い
た
だ
い
た
農
産
物

は
品
質
が
良
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
特
に
、
特
賞
の
丸
大
根
は
非
常
に

色
つ
や
が
よ
く
、
素
晴
ら
し
い
丸
大
根

で
し
た
。

　審
査
は
南
部
農
林
振
興
事
務
所
に
よ

り
、
外
観
・
色

つ
や
・
揃
い
・

病
害
虫
の
有
無

な
ど
を
重
点
に

慎
重
か
つ
厳
正

に
行
わ
れ
ま
し

た
。　各

賞
を
受
賞

さ

れ

た

方

々

は
、
表
の
と
お

り
で
す
。

　11
月
24
日
、
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
教

育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主

催
に
よ
る
「
歩
け
歩
こ
う
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
22
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　今
回
の
コ
ー
ス
は
、
発
心
門
王
子
を

ス
タ
ー
ト
し
、
水
呑
王
子
、
伏
拝
王
子
、

三
軒
茶
屋
跡
、
祓
殿
王
子
を
通
っ
て
熊

野
本
宮
大
社
へ
向
う
7.5
㎞
も
の
道
の
り

を
歩
き
ま
し
た
。

　途
中
、
少
し
道
を
逸
れ
て
、
高
台
に

登
る
と「
ち
ょ
っ
と
よ
り
み
ち
展
望
台
」

が
あ
り
、
そ
こ
で
昼
休
憩
を
と
り
ま
し

た
。
そ
の
展
望
台
か
ら
は
大
斎
原
と
大

鳥
居
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ゴ
ー
ル
に
近
づ
く
と
古
道
の
石
畳
や

石
段
が
続
き
、
道
沿
い
に
は
青
紫
の
小

さ
な
花
、
ア
サ
マ
リ
ン
ド
ウ
が
咲
い
て

お
り
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
歩
け
歩
こ

う
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　11
月
16
日
・
17
日
の
２
日
間
、
下
北

山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
「
第
10
回
き
な
り
カ
ッ
プ
女
子
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
全
国
大
会
出
場
を
控
え
た

チ
ー
ム
な
ど
関
西
圏
の
強
豪
６
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
巧
み
な
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス

ワ
ー
ク
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
も
デ
ィ
ア
ブ
ロ
ッ
サ
高
田

ソ
ヒ
ィ
ー
ゾ
（
奈
良
県
）
が
終
始
安
定

し
た
守
備
と
攻
撃
を
重
ね
、
見
事
優
勝

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
し
ま
し
た
。

農
産
物
品
評
会
開
催

第
10
回
き
な
り
カ
ッ
プ
女
子

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る

▶
見
事
優
勝
さ
れ
た

　デ
ィ
ア
ブ
ロ
ッ
サ

　高
田
ソ
ヒ
ィ
ー
ゾ
の

　選
手
の
皆
さ
ん

令和６年度｢歩け歩こう大会｣
発心門王子から熊野本宮大社
までを歩く
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1月号

!!
           

　「
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
」
は
１
９
７

４
年
「
山
を
歩
い
て
自
然
に
親
し
む
」

こ
と
な
ど
を
目
的
に
発
足
し
た
山
岳
奉

仕
団
体
で
す
。
今
年
で
活
動
50
年
目
と

な
り
ま
す
が
、
大
峯
奥
駈
道
の
南
奥
駈

道
の
再
興
、
登
山
道
や
山
小
屋
の
維
持

管
理
を
行
い
、
大
峯
奥
駈
道
の
世
界
遺

産
登
録
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　そ
の
功
績
か
ら
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り

大
賞
総
務
大
臣
表
彰
」
や
「
社
会
貢
献

支
援
財
団
社
会
貢
献
者
表
彰
」
な
ど

様
々
な
賞
を
受
賞
し
て
き
ま
し
た
。

　現
在
も
山
小
屋
の
点
検
な
ど
、
大
峯

奥
駈
道
の
維
持
管
理
に
関
す
る
活
動
を

毎
月
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域
振
興
課

で
は
「
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
」
の
活
動

を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　「
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
」
の
活
動
に

つ
い
て
ご
興
味
の
あ
る
方
は
下
北
山
村

地
域
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
☎
６
―
０
０
０
１
）

「新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
」の
活
動
紹
介

12月8日に持経宿と平治宿の点検を実施されました
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９
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の
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に
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る
活
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に
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す
。

　今
後
も
持
続
可
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な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域
振
興
課

で
は
「
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
」
の
活
動

を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　「
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
」
の
活
動
に

つ
い
て
ご
興
味
の
あ
る
方
は
下
北
山
村

地
域
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
☎
６
―
０
０
０
１
）

「新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
」の
活
動
紹
介

12月8日に持経宿と平治宿の点検を実施されました

　【奈良女子大学連携】　下北山エクステンションセンター定期通信

下北山村と学生との間で様々なつながりが生まれています！

つちのこパークの記事

「下北山エクステンションセンター」とは？
2023年11月より、上桑原の『つちのこパーク（旧保育所）』の一室に
下北山村と奈良国立大学機構（奈良女子大学・奈良教育大学）との
相互の教育・研究・事業創生の地域拠点として設立されました。奈良女子大学特任助教

鈴木　靖子

【来村】奈良女子大学生５名がジャバラ収穫のお手伝いに！
11月17日（日）、奈良女子大学の学生がジャバラ収穫のお手伝いに来村しました。
今年度の４～７月に開講した奈良女子大学のキャリアデザインゼミナールのオンライン授業「下北山学」では、
下北山村の現状や特産品について紹介し、それをもとに特産品であるジャバラを活用した商品を考えるという内容を
実施しましたが、今回はその授業を受けた学生に声掛けし５名が参加してくれました。
また、授業を受けた学生やその友人の方々が「つちのこアンバサダー」（下北山村に愛着や関心を持った人）の
メンバーに加わり下北山村とのつながりを深め、奈良女子大学と下北山村との連携の輪が広がりつつあります。
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　この度、地域おこし協力隊に入りました。片山琴巳（かたやまことみ）と申します。
リヴァムラカラの利用を通じて、下北山村を知りこの度移住いたしました。
11月~協力隊としてBIYORIの管理業務とふるさと納税業務に携わらせていただいております。
　村民の方々やこれまで村に関わってきた皆さんが今まで紡いでこられた
「歴史」「文化」自然や人々の「財産」そして何よりも「想い」と向き合いながら、
自身にできる貢献の形をふるさと納税の業務を通して表現していけたらよいな…と思っております。
　社会人としての経験が浅く、足りない部分などあるかもしれませんが、自身にできることをコツコツと
積み重ねていけるよう適度に頑張ります。よろしくお願いいたします。

【出身地】　　東京 清瀬市
【趣味】　　　お散歩
【好きなもの】動物
【得意】　　　ちょっとしたイラスト

始めまして。

 

長 柄 

（自伐型林業） 

新年あけましておめでとう

ございます。ふと気づけばも

う最終学年。今年９月から始

まる森林林業での自立に向け

て、力いっぱいガッツ全力気

合で取り組みます。本年もど

うぞよろしくお願いします。   

今年は協力隊の活動日以外で

将来の事業に向けての活動を行

っていき村に定住できるように

なりたいです。地区の活動にも

参加していこうと思います。今

年もよろしくお願いします。         金 原 

（自伐型林業） 

抱負は「ぼちぼち」です。

今年は私にとって「初挑戦」

が多い年になるかと思いま

す。力みすぎず、適度なハリ

をもって取り組んでいけた

ら…と思います。本年も宜し

くお願いいたします。         

片 山 

（BIYORI） 

新 年 抱 負
その 123 

昨年は、暮らしの中に息づ

く文化を記録保存させていた

だく機会に恵まれ、目からウ

ロコの日々でした。その愛お

しく素晴らしい文化を次の村

に残し、活かすため、今年も頑

張りたいと思います。     

松 村 

（下北山村歴史民俗資料館） 

太 田 

（つちのこパーク） 

つちのこ２年生として、

何事も楽しみながらさら

なるワクワクを生み出せ

る１年にしたいと思いま

す！今年もよろしくお願

いいたします。      
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　去
る
12
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
45

回
奈
良
県
保
育
研
究
大
会
に
お
い
て
、

下
北
山
保
育
所
の
中

　淑
さ
ん
と
中
村

い
ず
み
さ
ん
が
、
令
和
６
年
度
奈
良
県

保
育
協
議
会
会
長
表
彰
「
特
別
功
労
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
児
童

福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て
、
保
育
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
奈
良
県
で

数
い
る
保
育
士
の
中
か
ら
名
誉
あ
る
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
園
児
た
ち
の
育
成
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　「
つ
な
が
り
を
た
や
さ
ず
支
え
あ
う

社
会
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　集
ま
っ
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同
募

金
会
を
通
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
を

目
的
に
、
地
域
の
共
同
募
金
委
員
会
に

配
分
さ
れ
ま
す
。

　下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、

村
内
の
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
慰
問
金
や
、

高
齢
者
交
流
活
動
・
環
境
美
化
推
進
事

業
、
防
犯
啓
発
活
動
等
へ
の
助
成
金
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
み
な
さ
ま
が
健
康
に

一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
保
健
福
祉

課
一
同
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会

　相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

※
当
日
午
前
11
時
ま
で
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

出
張
！
お
口
の
健
康
教
室

　１
月
よ
り
、
歯
科
衛
生
士
と
と
も
に

お
口
の
健
康
、「
健
口
教
室
」
を
村
内

の
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
講
師
】
阪
川

　梓

　歯
科
衛
生
士

【
内
容
】
講
話
（
口
腔
に
つ
い
て
）

　
　
　
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト
等

【
日
程
・
場
所
】

〇
１
月
31
日
（
金
）

午
前
10
時
00
分
～
池
原
公
民
館

午
後
１
時
30
分
～

寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〇
２
月
７
日
（
金
）

午
前
10
時
00
分
～
池
峰
公
民
館

午
後
１
時
30
分
～
保
健
セ
ン
タ
ー

〇
２
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
00
分
～
桑
原
公
民
館

午
後
１
時
30
分
～
佐
田
公
民
館

※
桑
原
公
民
館
実
施
時
に
下
桑
原
地
区

の
送
迎
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

地
区
で
も
公
民
館
ま
で
の
送
迎
を

承
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　（
６
）
０
０
１
５

奈
良
県
保
育
協
議
会
会
長
表
彰

「
特
別
功
労
」を
保
育
士
の

中

　淑
さ
ん
と
中
村
い
ず
み
さ
ん
が

受
賞

募金窓口

一 般 戸 別

小 中 学 校

いこいの郷

合　計

募金件数

355件

　2件

　1件

358件

募金額

124,802円

　2,440円

　2,063円

129,305円

令和6年度「赤い羽根共同募金額」
令
和
６
年
度「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

け
ん

こ
う

左から中村保育士、中　保育士

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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　冬
も
本
番
と
な
り
、
寒
さ
が
堪
え
る
季

節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　さ
て
、
前
回
は
命
に
関
わ
る
危
険
な
頭

痛
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
し
か
し
前

回
も
申
し
た
通
り
、
命
に
係
わ
る
頭
痛
の

頻
度
自
体
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
半
は

「
命
に
関
わ
ら
な
い
も
の
の
生
活
に
困
る

頭
痛
」
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
厄
介
な
頭
痛

に
焦
点
を
当
て
、

①
片
頭
痛

②
緊
張
型
頭
痛

③
群
発
頭
痛

④
薬
の
使
い
す
ぎ
に
よ
る
頭
痛

⑤
ス
ト
レ
ス
と
頭
痛
の
関
連

　の
５
本
立
て
で
お
送
り
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

①
片
頭
痛

　頭
痛
の
代
表
格
と
言
え
ば
片
頭
痛
で

す
。「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
と
い
う
物
質
が
減

少
し
脳
血
管
が
拡
張
す
る
と
、
血
管
の
横

を
走
っ
て
い
る
三
叉
神
経
と
い
う
神
経
が

刺
激
さ
れ
、
痛
み
の
成
分
を
放
出
す
る
こ

と
が
原
因
で
す
。
若
い
女
性
に
多
い
の
が

特
徴
で
、
50
歳
以
上
で
片
頭
痛
を
初
め
て

起
こ
す
こ
と
は
稀
で
す
。
ス
ト
レ
ス
か
ら

開
放
さ
れ
た
と
き
や
、
生
理
の
前
後
な
ど

に
多
い
で
す
。
気
圧
や
気
温
の
変
化
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
ワ
イ
ン
、
チ
ー
ズ
、
み
か
ん

等
の
柑
橘
類
、
ナ
ッ
ツ
な
ど
の
食
べ
物
で

も
片
頭
痛
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　「
片
」
頭
痛
の
名
前
の
通
り
、
頭
の
片

方
だ
け
が
「
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
」
と
痛
み
ま

す
。
数
時
間
か
ら
最
長
で
２
〜
３
日
続
き
、

光
や
音
の
刺
激
を
辛
く
感
じ
て
吐
き
気
が

出
た
り
す
る
た
め
、
薄
暗
い
部
屋
で
静
か

に
寝
て
い
た
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

頭
が
痛
く
な
る
前
に
「
歯
車
み
た
い
な
ギ

ザ
ギ
ザ
が
見
え
る
」
と
言
っ
た
予
兆
が
あ

る
人
も
い
ま
す
。
予
兆
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

痛
み
止
め
の
飲
み
薬
を
使
う
と
良
く
効
き

ま
す
が
、
痛
み
が
本
格
化
す
る
と
薬
の
効

き
目
が
落
ち
、
嵐
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
命
に
は
関
わ
り
ま
せ

ん
が
、
仕
事
や
家
事
を
妨
げ
る
ほ
ど
の
痛

み
な
の
で
非
常
に
厄
介
で
す
。

②
緊
張
型
頭
痛

　頭
痛
の
約
７
割
は
緊
張
型
頭
痛
が
原
因

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
肩
こ
り
に
よ
っ
て

頭
の
筋
肉
な
ど
を
継
続
的
に
引
っ
張
り
続

け
て
し
ま
う
こ
と
で
目
の
奥
が
痛
く
な
っ

た
り
、
頭
を
輪
っ
か
で
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
痛
み
が
生
じ
ま
す
。

　デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
猫
背
な
ど
、
肩
や
首

に
負
担
の
か
か
る
仕
事
や
作
業
を
す
る
人

に
は
老
若
男
女
誰
に
で
も
生
じ
ま
す
。
精

神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
掛
か
る
と
、
全
身
の

筋
肉
が
固
ま
る
の
で
緊
張
型
頭
痛
も
起
こ

り
や
す
い
で
す
。

　痛
み
止
め
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
の
問
題
が
首
や
肩
の
筋
肉
の
緊

張
な
の
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
入
浴
な
ど
で

温
め
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
姿
勢
を
正
し

く
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
す
る
と
き
に
は
１

時
間
程
度
で
一
旦
席
を
離
れ
て
軽
い
ス
ト

レ
ッ
チ
を
挟
む
の
が
良
い
で
す
。
目
の
疲

れ
を
取
る
た
め
に
、
な
る
べ
く
遠
く
の
景

色
を
見
た
り
す
る
の
も
良
い
で
す
。

③
群
発
頭
痛

　片
頭
痛
と
同
じ
く
三
叉
神
経
の
影
響
で

頭
痛
が
生
じ
ま
す
が
、
こ
め
か
み
の
あ
た

り
を
え
ぐ
ら
れ
る
よ
う
な
、
転
げ
回
る
ほ

ど
の
痛
み
が
１
時
間
程
度
続
き
ま
す
。
年

に
２
回
程
度
の
頻
度
で
す
が
一
旦
症
状
が

出
る
と
１
ヶ
月
の
間
、
毎
日
症
状
が
出
ま

す
。
頭
痛
が
出
て
い
る
方
の
目
が
充
血
し

て
瞼
が
腫
れ
、
汗
、
涙
や
鼻
水
が
止
ま
ら

な
く
な
り
ま
す
。

　片
頭
痛
と
違
い
、
20
歳
台
の
若
い
男
性

に
起
こ
る
病
気
で
、
明
け
方
に
痛
み
で
飛

び
起
き
る
こ
と
も
あ
り
、
痛
み
の
強
さ
か

ら
救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
す
。
ス
ト
レ
ス

は
悪
化
要
因
で
す
。 

④
薬
の
使
い
す
ぎ
に
よ
る
頭
痛

　病
院
や
市
販
で
も
ら
え
る
痛
み
止
め
や

風
邪
薬
を
使
い
す
ぎ
る
と
か
え
っ
て
頭
痛

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
市
販

の
痛
み
止
め
、
風
邪
薬
に
は
、
カ
フ
ェ
イ

ン
を
含
ん
で
い
る
も
の
が
多
く
、
依
存
に

つ
な
が
り
ま
す
。
痛
み
止
め
は
痛
み
を
治

し
て
い
る
の
で
な
く
、
感
じ
な
く
し
て
い

る
だ
け
な
の
で
、
痛
み
を
感
じ
な
い
中
で

ど
ん
ど
ん
と
脳
の
痛
み
に
対
す
る
過
敏
状

態
が
悪
化
し
て
痛
み
止
め
が
効
か
な
く
な

り
、
痛
み
止
め
を
増
や
す…

と
い
っ
た
悪

循
環
に
陥
る
の
で
す
。
３
日
に
１
回
以
上

痛
み
止
め
を
使
っ
て
い
る
人
は
要
注
意
で

す
。

⑤
ス
ト
レ
ス
と
頭
痛
の
関
連

　片
頭
痛
、
緊
張
型
頭
痛
、
群
発
頭
痛
、

そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
と

発
症
し
た
り
、
悪
化
し
た
り
し
ま
す
。
実

際
に
は
う
つ
病
の
症
状
の
一
つ
に
頭
痛
が

見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
う
つ
病
は

脳
内
の
神
経
物
質
で
あ
る
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」

の
分
泌
が
低
下
し
ま
す
。

　は
じ
め
は
痛
み
止
め
で
様
子
を
見
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
も
痛
み
止
め

で
は
治
ら
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、

ス
ト
レ
ス
が
強
す
ぎ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
た
か
が
頭
痛
と
い
っ
て
我
慢
せ
ず
、

一
度
医
療
機
関
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

下
北
山
村
診
療
所

　田
口

　浩
之

第
９
回 

頭
痛
に
つ
い
て

　
〜
②
厄
介
な
頭
痛
編
〜

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

　去
る
12
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
45

回
奈
良
県
保
育
研
究
大
会
に
お
い
て
、

下
北
山
保
育
所
の
中

　淑
さ
ん
と
中
村

い
ず
み
さ
ん
が
、
令
和
６
年
度
奈
良
県

保
育
協
議
会
会
長
表
彰
「
特
別
功
労
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
児
童

福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て
、
保
育
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
奈
良
県
で

数
い
る
保
育
士
の
中
か
ら
名
誉
あ
る
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
園
児
た
ち
の
育
成
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　「
つ
な
が
り
を
た
や
さ
ず
支
え
あ
う

社
会
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　集
ま
っ
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同
募

金
会
を
通
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
を

目
的
に
、
地
域
の
共
同
募
金
委
員
会
に

配
分
さ
れ
ま
す
。

　下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、

村
内
の
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
慰
問
金
や
、

高
齢
者
交
流
活
動
・
環
境
美
化
推
進
事

業
、
防
犯
啓
発
活
動
等
へ
の
助
成
金
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
み
な
さ
ま
が
健
康
に

一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
保
健
福
祉

課
一
同
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会

　相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

※
当
日
午
前
11
時
ま
で
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

出
張
！
お
口
の
健
康
教
室

　１
月
よ
り
、
歯
科
衛
生
士
と
と
も
に

お
口
の
健
康
、「
健
口
教
室
」
を
村
内

の
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
講
師
】
阪
川

　梓

　歯
科
衛
生
士

【
内
容
】
講
話
（
口
腔
に
つ
い
て
）

　
　
　
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト
等

【
日
程
・
場
所
】

〇
１
月
31
日
（
金
）

午
前
10
時
00
分
～
池
原
公
民
館

午
後
１
時
30
分
～

寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〇
２
月
７
日
（
金
）

午
前
10
時
00
分
～
池
峰
公
民
館

午
後
１
時
30
分
～
保
健
セ
ン
タ
ー

〇
２
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
00
分
～
桑
原
公
民
館

午
後
１
時
30
分
～
佐
田
公
民
館

※
桑
原
公
民
館
実
施
時
に
下
桑
原
地
区

の
送
迎
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

地
区
で
も
公
民
館
ま
で
の
送
迎
を

承
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　（
６
）
０
０
１
５

奈
良
県
保
育
協
議
会
会
長
表
彰

「
特
別
功
労
」を
保
育
士
の

中

　淑
さ
ん
と
中
村
い
ず
み
さ
ん
が

受
賞

募金窓口

一 般 戸 別

小 中 学 校

いこいの郷

合　計

募金件数

355件

　2件

　1件

358件

募金額

124,802円

　2,440円

　2,063円

129,305円

令和6年度「赤い羽根共同募金額」
令
和
６
年
度「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

け
ん

こ
う

左から中村保育士、中　保育士

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

R７（2025）.１（　　　） 〈広報　下北山〉 №81113



自衛官候補生(中途採用を含む)

【対象年齢】18歳以上33歳未満

※32歳の者は、採用予定月の１日から起算

して３月に達する日の翌月の末日現在、

33歳に達しない者

【受付期間】年間を通じて実施

【試験期日】受付時又は自衛隊奈良地方協力本部ＨＰに

てお知らせします。

【試験種目】筆記試験、口述試験、適性検査、

身体検査等

お問合せお申込み

自衛隊奈良地方協力本部 五條地域事務所

〒637-0004  五條市今井５丁目１－12サンタウン２階

☎０７４７－２２－３７８９

し
ょ
う
が
つ

か

ぞ
く

き
ょ
ね
ん

が
ん

だ
い

じ

し
ん

の

と

は
ん

お
おつ

づ
あ
め

ひ

が
い

さ
い

こ

と
し

は
ん
し
ん

だ
い
し
ん
さ
い

だ
い

が
ん
ね
ん

た
す

かちは
な

あ

い
き

ぞ
く

あ
い

し
ん
さ
い

ね
ん

ひ
が
し
に

ほ
ん
だ
い
し
ん
さ
い

ね
ん

あ
わ

じ

は
ん
し
ん
あ
わ

じ

が
い

と
う

じ
つ

は
な
し

自衛官募集のお知らせ

　「
ジ
ョ
ブ
な
ら
ｎ
ｅ
ｔ
」
は
県
内
で

の
就
職
を
希
望
す
る
求
職
者
と
県
内
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
県
の

就
職
支
援
サ
イ
ト
で
す
。

　会
員
登
録
は
無
料
で
す
。

　県
内
で
働
き
た
い
求
職
者
の
方
、
ま

た
人
材
募
集
を
し
た
い
県
内
企
業
・
事

業
所
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

奈
良
県
奈
良
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー

奈
良
市
西
木
辻
町
93
―
６
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奈
良
県
就
職
支
援
サ
イ
ト

「
ジ
ョ
ブ
な
ら
ｎ
ｅ
ｔ
」

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　平
素
は
駐
在
所
の
活
動
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　今
年
も
、
村
民
の
皆
様
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日
で
す

　１
１
０
番
は
、
事
件
事
故
な
ど
の
緊

急
時
に
通
報
す
る
番
号
で
す
。

　警
察
で
は
「
１
１
０
番
の
日
」
を
設

け
て
１
１
０
番
を
適
正
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま

す
。　事

件
や
事
故
に
遭
遇
し
た
と
き
に

は
、だ
れ
も
が
慌
て
て
し
ま
い
ま
す
が
、

ひ
と
呼
吸
し
て
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ

て
、１
１
０
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　通
報
す
る
際
は
場
所
の
目
標
と
し

駐在さん通信駐在さん通信

て
、
近
く
の
電
柱
の
番
号
や
、
国
道
・

県
道
で
あ
れ
ば
道
路
脇
の
「
安
心
み
ち

し
る
べ
」
の
番
号
を
教
え
て
い
た
だ
く

と
警
察
で
ス
ム
ー
ズ
に
場
所
が
把
握
で

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　な

お
、
緊
急
で
は
な
い
困
り
ご
と
相

談
な
ど
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄

に
対
応
し
て
個
別
に
相
談
窓
口
の
電
話

番
号
が
あ
り
ま
す
の
で
、
警
察
署
や
駐

在
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
際
電
話
番
号
を
悪
用
し
た
特
殊
詐
欺

に
ご
注
意
を

〈
電
話
番
号
で
わ
か
る
特
殊
詐
欺
〉

　「
+
１
」、「
+
４
４
」
な
ど
か
ら
始

ま
る
番
号
に
は
出
な
い
、
か
け
な
お
さ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

例
）
+
１
３
１
２
３
４
５
６
７
８

　
　+
４
４
６
９
８
７
６
５
４
３
２

　ま
た
、「
０
１
０
」
か
ら
は
じ
ま
る

電
話
番
号
は
、
海
外
へ
発
信
す
る
際
に

使
用
す
る
番
号
で
す
が
、
一
見
す
る
と

携
帯
番
号
と
見
間
違
っ
て
、
つ
い
電
話

を
か
け
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

例
）
０
１
０
１
６
５
４
３
２
３
４
５
６
７

　こ
の
よ
う
な
番
号
に
は
か
け
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
を
展
開
！

　去
る
12
月
５
日
、
下
北
山
村
安
全
で

住
み
よ
い
村
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
下

北
山
村
駐
在
所
連
絡
協
議
会
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
村
内
に
お
住
い
の
80
歳
以

上
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

宅
を
訪
問
し
て
、
防
犯
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
と
と
も
に
、
さ
さ
や
か
な
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
る
「
ク

リ
ス
マ
ス
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。

　毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
覚
え
て
く

だ
さ
り
楽
し
み
に
待
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
、
訪
問
す

る
側
と
し
て
も
、
と
て
も
う
れ
し
い
も

の
で
す
。

　来
年
も
再
来
年
も
そ
の
次
の
年
も
、

ず
っ
と
ず
っ
と
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
ね
！

　消
防
車
両
や
訓
練
な
ど
の
消
防
の
日

常
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
更
新
し
て

い
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま

す
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
総
務
部
総
務
課

（
広
報
公
聴
係
）

０
７
４
４
―
２
６
―
０
１
１
９

奈
良
県
広
域
消
防
組
合【
公
式
】

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
‼

安心みちしるべ（距離標）
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自衛官候補生(中途採用を含む)

【対象年齢】18歳以上33歳未満

※32歳の者は、採用予定月の１日から起算

して３月に達する日の翌月の末日現在、

33歳に達しない者

【受付期間】年間を通じて実施

【試験期日】受付時又は自衛隊奈良地方協力本部ＨＰに

てお知らせします。

【試験種目】筆記試験、口述試験、適性検査、

身体検査等

お問合せお申込み

自衛隊奈良地方協力本部 五條地域事務所

〒637-0004  五條市今井５丁目１－12サンタウン２階

☎０７４７－２２－３７８９
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。
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登
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は
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。
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内
で
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者
の
方
、
ま

た
人
材
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を
し
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い
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・
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け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　平
素
は
駐
在
所
の
活
動
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　今
年
も
、
村
民
の
皆
様
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日
で
す

　１
１
０
番
は
、
事
件
事
故
な
ど
の
緊

急
時
に
通
報
す
る
番
号
で
す
。

　警
察
で
は
「
１
１
０
番
の
日
」
を
設

け
て
１
１
０
番
を
適
正
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま

す
。　事

件
や
事
故
に
遭
遇
し
た
と
き
に

は
、だ
れ
も
が
慌
て
て
し
ま
い
ま
す
が
、

ひ
と
呼
吸
し
て
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ

て
、１
１
０
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　通
報
す
る
際
は
場
所
の
目
標
と
し

駐在さん通信駐在さん通信

て
、
近
く
の
電
柱
の
番
号
や
、
国
道
・

県
道
で
あ
れ
ば
道
路
脇
の
「
安
心
み
ち

し
る
べ
」
の
番
号
を
教
え
て
い
た
だ
く

と
警
察
で
ス
ム
ー
ズ
に
場
所
が
把
握
で

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
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く
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願
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し
ま

す
。　な

お
、
緊
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で
は
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い
困
り
ご
と
相

談
な
ど
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄

に
対
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し
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個
別
に
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窓
口
の
電
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が
あ
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ま
す
の
で
、
警
察
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る
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に

使
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る
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で
す
が
、
一
見
す
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と

携
帯
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と
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、
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い
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を
か
け
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ま
す
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　こ
の
よ
う
な
番
号
に
は
か
け
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
を
展
開
！

　去
る
12
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５
日
、
下
北
山
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で
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み
よ
い
村
づ
く
り
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進
協
議
会
、
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駐
在
所
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絡
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会
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協
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、
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に
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、
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を

す
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に
、
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だ
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る
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れ
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よ
う
で
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側
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も
、
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も
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し
い
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で
す
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も
再
来
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も
そ
の
次
の
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も
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ず
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と
ず
っ
と
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せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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じ
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ち
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ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
ね
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　消
防
車
両
や
訓
練
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の
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の
日

常
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イ
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ト
情
報
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更
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。
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安心みちしるべ（距離標）
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新庁舎議場

役場新庁舎移転にかかる芸術作品寄贈者の方へ
感謝状を贈呈しました

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和７年 （2025） 月号　No.8111
　奈良市杉岡華邨書道美術館の館長をされている高木厚人
氏から「かな書」の作品を寄贈していただき、１２月６日
に感謝状を贈呈しました。
　高木先生は、杉岡華邨先生のお弟子さんにあたり、日本
のかな書を代表する書道家のひとりで、昨年度には日本芸
術院賞を受賞するなど、これまでに数々の賞を受賞されて
います。
　ご寄贈頂いた作品は、紫式部の源氏物語のなかに出てく
る歌を題材にしています。

作品タイトル：「月」
「九重に　きりやへだつる　雲の上の
月をはるかに　思ひやるかな」
※高木先生には新庁舎玄関の「下北山村役場」と「定礎」
の文字を揮毫していただきました。

　下北山村池原出身の方のお孫さんで、京都市立芸術大学
を卒業され、デザイン会社に勤務しながら作家活動を続け
ている野口結貴氏から「ろうけつ染め」という技法をもち
いて村の花に指定されている川つつじをデザインし制作さ
れたすばらしい作品を寄贈していただき、１２月７日に感
謝状を贈呈しました。

作品タイトル：「続く、真夏のノスタルジー」
作品サイズ：「ろうけつ染め／綿布／ 1.8m×1.8m」

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内1002番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和６年11月30日現在

転入　１人
出生　０人
転出　４人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

797人
370人
427人
510戸

先月比
4）
2）
2）
4）

（－
（－
（－
（－
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